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私の探鳥地（26） 

新川河口 

野　坂　英　三 

新川河口は小さいながら草原と沼があり、ハ

マナスやハマヒルガオ等が咲き、海水浴シーズ

ソ以外は静かな場所です。

壊れた橋の近くは、アカモズ等が見られ、東

側の草原では、ノピタ牛、ノゴマ等がさえずっ

ています。

草原の中には沼があり、ここではバソ、カイ

ツブリ、マガモ等が繁殖しています。この沼は

南側が小高くなっており、ここからは全体を見

渡す事が出来ます。

R337から海岸までの土手の道から東側の林

からはカッコウ、エゾセソニュウ、ウグイス等

の声が聞かれます。西側の河川敷では、コヨシ

キリ、オオヨシキリ、モズ等が見られます。R

337の所では、ニュウナイスズメやホオアカ等

が見られます。

季節としては6月位が良いでしょう。尚、新

川河口に行く途中には前田森林公園や西発電所

の東奥の空き地等の探鳥地がけっこう有ります。
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2度目のコウミスズメ ��"�勝 �9ﾒ�

前日より、大陸から虫い低気圧が本道に進んできてお

り、終日雪が降っていた。夜中には遂に風雪も強まり、

あまつさえ上空には零下43℃の寒気団が、すっぽり覆い

かぷさる悪天侯になった。降雪つづきの94年2月2日の

朝がようやく明けました。札幌の昨夜来の積雪量は23cm

となり、さらに風雪は続いていました。

午後の1時も過ぎた頃になって、ようやく雲の切れ間

から、舷ゆいばかりの陽光がさし始めて来た。

雪の降り止むのを、今かいまかと待っていた近隣の人々

が、昨夜からの敷皮の除雪をお互いにボヤキ乍ら、新雪

の排雪に余念なく鋤きはじめたのです。

「泉さん、脚が折れたのかヨチヨチ歩いている小さい鳥

が、そこにいますよ」と隣家の大西夫人が知らせてくれ

た。……「どんな大きさ。どんな色ですか」。「上が黒

くて、下が白い雀くらいの大きさ。それそれそこに〝」

私の質問は、まさに愚問であった。目の前の藤田宅と

車庫の間の新雪面を懸命に昇ろうと疏いている小鳥を見

たのです。「コウミスズメだ」……1度も出会いのない

コウミスズメ　　藤田　士

鳥だったけれど瞬間そう考えたのです。鳥を驚かさない

ようにソーツと近づき、雪壁の方に追い詰めるような形

で接近し、雪庇の際で右往左住している、この小さな鳥

を揃えることができました。確に水旗があり間違いもな

くコウミスズメでした。日頃から、野鳥保護用に用意し

てある小型の（大型も1個）ダソポール箱…‥ヰによく

揉んである新聞紙をクッショソ代りに入れる……に入れ

ようとすると掌の中で、しきりに逃れようとして動く。

箱に入れて暗く覆い、温い場所の静かなところに置く。

小鳥の動きが収まるまで待つだけである。その間に隣家

の藤田さんに、写真撮影と車での搬送をお願いする。何

しろ私は車どころか自転車にも乗れないときているから、

隣人の助けをもらうしかないのです。石狩新港が良いと

思うが、このような悪天候で道路事情も最悪であろう。

矢張り茨戸川しかないではないか？茨戸川へはワカサギ

も入っているし、大小の魚も多いところです。……あそ

こしかあるまいと決断したのです。写真もとり終えて茨

戸川に向った。北に向うにつれて空は風雪も強く、心配

になってきた。川岸で一寸躇ったが元気なうちに放鳥す

るのが一番良い事だろう。風が弱まった時を見計らって

放すことにした。川岸の雪庇が出ているので、誤って河

水に墜ちるので様にならない。日頃歩き慣れているので

この辺が良かろうと、雪面に放して見た。然し彼は飛ば

ず周囲を歩き廻るだけで私も少々焦った。その時突風が

飛びたったコウミスズメ

西から吹いた。その風に逆うように空に翔び上っていっ

た。野生の鳥の強さを知らされる思いだった。創成・伏

籠・発寒3河川の合流点上空を廻って、茨戸川下流方向

に着水したようだった。ここまでが未熟な私にできる精

一ばいのことである。その夜は幸い風も弱まって来た。

野生の鳥は強い。きっと生きのびて「自分の住む世界

に戻っていったであろう……と私自身に語り聴かせた。

コウミスズメとの出会いは2度目であるが、1度目は

姿も見ることなく弊死させている。5年程前の春の夕方

のことでした。会社勤めの長男から電話があり「同僚が

麻生の路上をヨタヨタ歩いている雀程の大きさの鳥を捕

えて来た」というのである。支庁自然保護係や円山動物

園に問合せたところ、来襲した暴風雪に巻きこまれ、市

内に10数羽墜ち、そちらで海か川に放して欲しい」とい

うことだった。仕方なく、息子にはダソポール箱に保温

し、明朝に新川へ放すしかないと答えておいた。翌朝の

一3－



電話で死んでいた……と知らせられた。それ以来、姿も

見た事のない、この水鳥の事が気になって仕方がなかっ

た。だからここ4年程前から、私の鳥好きを知ってか近

所の人々から野鳥の弊死体や、怪我をした野鳥が持ちこ

まれるようになりました。傷病鳥の手当や処置を学んだ

事もない私にとっては戸惑う事ばかりでした。

ところが、偶然カワアイサを救う羽目になった時に、

円山動物園の向井猛先生に、色々とご指導を受けたのが

切掛となり、私なりに勉強してみました。1991年頃から

の取り扱った主たる例を挙げてみると次表のようになり

ます。

暴風雪：コウミスズメ‥‥‥と直感的に結びつき、早期の

処理ができたのではなかっただろうか。

4年程前から、私が鳥好きであると知った近隣の方が

いろいろな鳥弊死体を届けてくれるようになりました。

帯広畜大藤巻先生が、骨格標本作制のため野鳥の屍体を

集められている事を知ったのは、そのずっと後のことで

した。従って私は、鳥の死体の埋葬屋でしかありません

でした。傷病鳥の取扱いについて学んだ事もありません

し、勿論専門家ではありません。然し猫が街えて来たカ

ワラヒワ（幼）を持ちこまれた時に、死なせたくないとい

う思いで、巽・肢の異常はないか。餌はどんなものがよ

いのか……と勉強し始めました。弊死体を含め主要なも

のを以下に示します。

91年2月　ヒレソジャク　　体育館窓ガラス下弊死

91年11月　キクイタダキ（？）同上　　　　弊死

92年8月　カワラヒワ（猫に揃えられる）放鳥

92年2月　ギソザソマシコ（公）東茨戸玄関　弊死

92年12月　カワアイサ（？）　茨戸川放　　放鳥

93年9月　セソダイムシクイ（猫に追われ家の中に）

放鳥

94年2月　コウミスズメ　（地上に落下）放鳥

その他、ノピタキ、モズなども異・肢に小さい傷があっ

たものは、私の家の小庭の齢30余年のイチイ（オソコ）

の枝に入れておいたら、飛んで行くのを確認することが

できました。元々傷を負っていないものは、私の家のこ

の場所に放してやります。92年12月カワアイサ放鳥の際

円山動物園向井先生に教示戴いたことが、今日大変役立っ

ていることを更めて知り感謝して、この小文を終ります。

野鳥だより95号のP8「生振・茨戸川流域の野鳥（2）の

文中、執筆者泉の錯誤（どうも年号音痴）で3ヶ所誤り

がありますので、お詫び申し上げます。訂正方よろしく

お願い致します。

クマゲラ　5行目（誤）94年～（正）93年

6行目　　　　　同　　上

7行目（誤）95年～（正）94年

オオホシハジロ

1行目（誤）94年～（正）88年

〒002　札幌市北区篠路2粂3丁目11－1

記録は語りつづける �� �� 
………記録写真を主題として �� �� 

隅 �62�重 亳��

Kさん元気ですか。私も元気で野鳥観察調査に励んで

いますが、もう95才になりました。今まで、いろいろな

野鳥や動物の保護観察のため……鳥獣保護員や鳥獣保護

連盟専門委員などをやって来ました当時の記録を纏めよ

うと思っています。特にコクガソ・クマゲラを20年から

25年間も観察した結果をまとめ中ですので、出来上った

らご覧いただきます。どうぞお身大切に。一度函館にも

出かけて来てください。

クマゲラ等の原稿送ります。どうぞよろしく。

コブハクチョウと－青年の出会い

もともとコプハクチョウの北海道での繁殖地は、大沼

であった。今から10数年前に、或る会社から寄贈されて

放鳥されたものである。2羽の番いが……生息環境の良

さもあり、数年のうちに北海道のあちこちに殖えだした。

元もと体も大柄であり、鼻に独特のコプが目立つハク

チョウであったから、本道の色々なところで話題となっ

た。ある時、道南の道新記者から電話があり、「仲間割

れなどしないのか」との問合せであった。…‥イすぐに

仲良しになりますよ。心配はいりません」と返事してお

いた。その後になっても、この種の心配は余りないよう

だ。

ある年のこと……だいぶ古い事で……大沼に観察調査　、㌧ノ

に出掛けた時のことである。ハクチョウ・カモ額の北帰

行も近い頃であった。思いもかけず「驚き」の場面に接

したのである。小沼の氷も溶け水鳥たちが休息している

中に、沖合にいた3河・5羽と散らばっていたコプハク

チョウが、岸にいた1人の青年をめがけて集まり始めて

来たのである。全く餌を与えている様子もない。近寄っ

て来て睦みあう姿に…‥・私はびっくりしたのである。

鳥を驚かしてほならないと思い、すこし離れて観察し

ていた。とにかく、青年と鳥とが話をしているのである。

青年の語る言葉に、コプハクチョウが、やさしくうなず

いているその姿に…‥・感動したのである。長く鳥獣保護

具をやっている間に、このような場面に接したのは、全

く始めてのことだった。私はつくづく考えさせられた。

鳥とこのように……会話（？）ができたならと思ったもの
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である。コプハクチョウは、やがて岸を離れていった。

私は、この青年に近寄り話を聴いてみて、尚びっくりし

た。『しばらくのお別れだな。また来年に会おうよ』と

いうと、水鳥はうなづくのだという。

ハクチョウが、歌や詩の題材になるのは、こんな情景

と心境からなのだろうかと思った。またの横会に、こん

な風物詩に出会えれば、と楽しく思った。

美わしい親子3羽のハクチョウの姿を見ても……親が

幼鳥をかばい、そして何を語っているのか……愛情に満

ちた姿を見ながら、大沼小沼での観察調査に限りない楽

しさを覚えたものである。

）

（1）コプハクチョウと青年

渡り鳥の調査‥‥‥渡りの季節になると大沼に羽を休め

る水鳥は、数万羽という大群になり本当に驚く。

北婦行の途中であり、4～5日程滞在する。一群が去る

と、つづいてまた飛来する。このような情況が4～5回

繰返されて北帰行は終る。最近もガソカモの北帰行につ

いて質問される事が多い。私は「渡り鳥健在なり」と思

う1人である。然し、この時期に誰ひとり観察・調査に

訪れる人の姿は見えない。F定点観察jの重要性は、こ

こにあると思うのである。最近になって道南の位置・風

土などから見て、渡り鳥にとって重要な地域であり、各

方面からも指摘されつつある。各界の人々の意見を聴き

たいものである。

函館のクマゲラ……20年前にトド松林で発見。

当時ダム工事で1日中物凄い騒音……トド松林が括れ

動いているかと思われる程の悪条件の場所であった。ど

うしてこんな所に営巣しているのか……と不思議に思っ

たものである。それにも拘らず20年間のあいだ1度も休

むことなく「子育て」をしたのである。山間函谷に棲む

とのみ思っていたが、想像に反する事実を見せつけられ

たのである。結果から言えば、20年間に24羽の巣立ちが

みられた。年によって最高3羽で1羽の時もあった。時

には蛇に襲れたり、台風で風倒木となったりすることも

あったが、多くのヒナは無事育っていった。クマゲラ研

究者で有名な有沢浩さんが来函された際に、観察調査さ

れ驚いていた。50年程たつトドマツ林（道有林）で、や

や斜面になっており木と木の間隔・隠れ場所・通風・水

朽木…等、クマゲラ夫婦の営巣に好適な場所であったの

かも知れない。人々にとっては、一見大変荒れた工事現

場と思われるが、彼等の生息にとっては反って良いのか

も知れない。余計な人間や、強い動物が近寄らないから

ではないか……などと観察同行の友人と話したものであ

る。写真（3）は、クマゲラが大木の樹皮・幹をツツキ餌の

昆虫（幼）を採餌するために木の根元にできた堆積物であ

る。その量の多いのに驚く。森に生きるクマゲラにとっ

て、冬越の餌の確保は重要だ。雪深い頃から巣穴造りに

励みはじめる。1例では8ケの半端な巣穴を見つけた事

もある。

大体のパターソは　　　4月中旬‥＝…‥巣穴掘り

5月上旬………抱卵　5月中旬………貯化

6月中旬…‥・…巣立ち…‥・‥・と毎年変りはない。

（2）クマゲラの採餌した跡

（3）根元にできた堆積物

今年もこの大樹を巣穴に選べば、物襲い巣穴掘りが始

まるだろう。仕上げは小さい木屑・2000～3000位で、木

の周囲は木屑だらけになる。この時に、他の侵入者があ

ると中断することもあるという。
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最も大切なことは、抱卵中の時であろう。まだか、ま

だかと調査を続けると、感受性の強いクマゲラの親は、

危険と思ってか巣を放棄することがある。従って大切な

事は、君だけに……と教えたことが、次から次と知れ渡

り……秘密が消え…‥・所謂写真の材料となり、雛を弊死

させることになる。厳に憐まねばならないことだ。

このクマゲラ夫婦の営巣が20有余年、誰にも気付かれ

ずに来たのは、調査回数を減らすことと、調査に細心の

注意をはらったからである。この事を厳守したので、1

度失敗はなく、雛は無事に育った。私と友人（故人）が8

ミリ撮影で営巣の様子・採餌・供餌・そして餌を具体的

に調べ鳴声も録音した。今後この貴重な資料をどう活用

してもらうかが、これからの課題と思う。

要するに、自分の足でかせぎ発見し、調査した結果を

記録する事が大切で、単に写真撮影の材料に終らせてほ

ならないのだ。愛鳥というのは……鳥の方から言う言葉

ではなかろうか……と私は考えている。

〒040　函館市八幡町13－16

円山公園下の

探鳥会に参加して

H6．3．6

南　　　智　子

初めての探鳥会参加でした。何日も前から楽しみで、

この日のために、双眼鏡も購入しました。子供も一緒に

と思っていたので、天候が気になっていました。6日の

朝は、雪が降っていたので、中止の予定でいましたが、

集合時間近くなって青空が広がり始め、遊びに来ていた

私の母と子供2人、あわてて用意をして出かけました。

観察が始まり、鳥の声がする方を見ても、どこにいる

のかさっぱり、でも流石に、野鳥会の方は指をさして

「何々の鳥がいますよ」と教えてくれます。いつも子供

を連れて遊びに来ている円山公園で、これだけの鳥の種

類がいるのにはびっくりしました。特に、目の前で見る

事が出来たアカゲラが、木の皮の間の虫をつまんでいる

様子をゆっくり見られた事です。それと毎日見ているカ

ラスにも、ハシブトガラス、ハシボソカラスと種類があ

ることを知りました。子供の頃は自然が身近にあり、カッ

コウやウグイスの声が家の中にいても聞こえていました。

昨年からキャソプも始めたので、海や山へ行く機会もふ

えたので、もっと自然の中に足を運んで、バードウォッ

チソグを楽しみたいと思います。

（4）クマゲラの営巣木

野鳥会のみなさん、ありがとうございました。

〒064　札幌市中央区北1粂西28丁目5－3

〔記録された鳥〕コゲラ、アカゲラ、ヒヨドリ、ハシプ

トガラ、ヒガラ、シジュウガラ、ヤマガラ、ゴジュウカ

ラ、ウソ、スズメ、ムクドリ、ハシブトガラス、ドバト

以上13種

〔参加者〕武沢和義・佐知子、山田甚一、戸津高保、南

智子・麻衣子、みなみりょう、平尾　恒、中屋惇子、高

山武夫、山田玲子、あきたやよこ、野坂英三、道場優、

中井キヨ、長谷川房子、国鳥達夫、小島マサヨ、服部光

博、山田良造、矢野玲子　以上21名

〔担当幹事〕武沢和義、矢野玲子

ウトナイ潮にて水鳥たちとの出会い

6．3．27　　　　　　高屋敷　征　子

愛護会主催の探鳥会参加は今回で4度目です。最初の

出会いは去年の11月14日、嵐の中も何のそのといった感

じで牧野さんに連れられて参加させて頂きました。

今回会の事を井上さんにお聞きしている内に手渡され

何げなく封筒の中を見ると原稿用紙が入っていてピック

リ。文章らしいものを手がけるのも久しい（学生時代は

作文が大の苦手でした）私に探鳥報告書を書かせるなん

て……。でもいつかはその役が廻って来るでしょうから

早いとこいやな事は終えてしまった方が気楽になるかし

ら。さて、今回はレイクホテル側からネイチャーセソター

へ湖岸を歩いての探鳥会でした。まず歩き始めて驚いた

のは岸辺にびっしり群れているオナガガモ、渡り鳥とは
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知りませんでした。長い尾もなくなってしまうのですっ

て／オオハクチョウはいつ見ても優雅ですね。沖の方の

氷の上には、オオワシ、オジロワシが見られ、ヒシクイ

らしきものをねらっているオオワシ。水面すれすれに飛

ぶ姿に思わず「カッコイイー」と口がすべりました。バー

ドウオッチソグを始めて間もないヒョッコの私は鳥の名

前を教えてもらってもすく・忘れてしまいます。でもプロ

ミナーをのぞかせて頂いて、赤茶色の頭のヒドリガモ、

パソダみたいなミコアイサの可愛いらしい姿にドキドキ

してうれしくなってしまいました。ベテラソの皆様は波

間に時々姿を現わす鳥をみてすぐ名前がわかる様ですが、

本当に感心してしまいます。私にはただ黒い頭しか見え

ないのに……。あと何年かしたら私にも少しはわかる様

になるのかしら。新米の私ですが見た事のない鳥に出会

うと何かしらドキドキして少女の様な気分になるのが不

思議ですね。天気もまあまあな楽しい一日でした。新年

度から私も愛護会の一員にさせて頂く事になりましたの

で、よろしくご指導下さいます様お願いします。

〒003　札幌市白石区北郷6粂4丁目33

〔記録された鳥〕アオサギ、トビ、オジロワシ、オオワ

シ、コプハクチョウ、コハクチョウ、オオハクチョウ、

ヒシクイ、ヒドリガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、マガ

モ、オナガガモ、キソクロハジロ、ホオジロガモ、ミコ

アイサ、カワアイサ、コウライキジ、ハクセキレイ、ヒ

ヨドリ、ツグミ、ハシプトガラ、シジュウガラ、スズメ、

ハシボソガラス　以上25種

〔参加者〕望月勲、高柳国雄、洩田宏、岸妙子、佐藤ひ

ろみ、柳沢信雄、森田新一郎、吉田司・行子、吉田達之・

優子、高屋敷征子、佐藤正秀、牧野洋子、青江正、三船

喜克・幸子、志賀2名、野坂英三、関口健一、永島良郎・

トキ工、道場優、知花優・優太郎、栗林宏三、井上公雄

以上28名

〔担当幹事〕井上公雄、永島良郎

野　幌　森　林　公　園

6．4．17　　　　　　木佐木　翠　子

3月30日早朝、アソズの花、ラッパ水仙、ヒヤシソス

などが咲きはこる愛知県小牧市の我家を、ウグイスの声

に見送られながら小牧（名古屋）空港へと出発し、札幌

市民になるべく主人と2人機上の人となりました。

約1時間半後に私たちが見た風景は雪いっぱいの冬景

色。吹雪の札幌に引越してきたのです。友人も、知り合

いもいないこの寒い雪の札幌で「これからどうしょう…

…」と、とっても心細くなりました。1日中家のなかに

いる私にはおしゃべり相手が必要です。家のまわりを自

分の足であちこち歩いてみました。ある日、百年記念塔

をめざして歩くこと30分、そこにはとっても広々とした

公園がありました。その2、3日後、新聞でそのすぼら

しい野幌森林公園で17日に野鳥観察会があるという小さ

いお知らせ記事をみつけました。

自然のなかを歩くことの好きな私たちは、週末になる

と木曾へでかけ、山のなかを歩いたり、山菜をとったり

森林浴を楽しんだものでした。鳥の名前はメジロ、ヒヨ、

シジュウガラ位しかわかりませんが、いろんなことを教

えていただける良い機会だからと、オニギリをもって参

加しました。前日はとっても暖い春のような陽ざしだっ

たので、私たちは汗をかくといけないからと、薄着にし

てコートを着、運動靴といういでたちででかけたのです。

ところが、ここは北海道でした。

みんなは長靴にリュック、そしてしっかり防寒してい

ました。「まあ、いいか」と歩きはじめると、見えるの

は雪の道。足がズポッと雪のなかにはまってしまったり、

雪どけ水で靴がビチャビチャになったりそのうちくつ下

までぬれてしまいました。

はじめての探鳥会、寒かったけれども、鳴き声だけで

鳥の名前がわかったり、私の目には見えない鳥の姿が、

他の人達には見えたり……本当に感心しました。

ゴジュウガラという烏がいて、しかも鳴き方を場所や

雰囲気に応じて変化させるなんて、それを教えていただ

いただけでも今回参加した値打ちがありました。せっか

くこちらに転勤してきたのだからこれを機会に、仲間に

入れていただき、北海道の大自然を満喫したいと思って

います。日曜日だけでなく普段の日にもこういう観察会

があればいいなあと思っているのは、ちょっとぜいたく

でしょうか。

〒004　札幌市厚別区厚別東2粂3丁目7番5－903

〔記録された鳥〕アオサギ、トビ、ハイタカ、コガモ、

オシドリ、マガモ、キジバト、コゲラ、オオアカゲラ、

アカゲラ、ヤマゲラ、ヒヨドリ、キクイタダキ、エナガ、

ハシブトガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヤマガラ、ゴジュ

ウカラ、ホオジロ、アオジ、カワラヒワ、ウソ、カケス、

ハシボソガラス、ハシブトガラス　以上26種

〔参加者〕小野木・小野木弘司、高柳国雄、目黒和子、

小高、渡部一夫、知花　優・優太郎、永島良郎・トキ工、

久保田喜代美、吉田慶子、小野寺、矢野昭二・玲子、玉

田義一・紀美子、稗貫菜穂子・由香利、伊藤裕二、竹内

強、白澤昌彦、木佐木浮二・翠子、青江　正、大西良

夫、栗林宏三、納　隆、長谷川幸一、長谷川芳子、山田

甚一、片岡洋美、香川　稔、志田博明・政子、霜村耕介、

相沢美江、岡辺正一、山田良造、柳沢信雄、菊田恵理子、

川端功治、久田伸一、井上公雄　以上44名

〔探鳥幹事〕井上公雄

以下12ページにつづく
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日時：平成6年4月9日（土）午後2時～4時

場所：札幌市民会館　第7号会議室

柳沢会長のあいさつのあと、議長に小堀塩治氏を選出

し、審議が行われ原案どおり可決された。

＜議事＞

1．会則の一部改正について

白澤代表幹事からの会則第五条・会費の改正理由の説

明があり、個人会費2，000円、団体会費5，000円に改正し

たい旨、提案され承認・可決されました。

会員各位に総会後ハガ辛で主旨説明申し上げました。

2．平成5年度事業報告

（1）総　務

ア　新年野鳥講演会（6．1．8札幌女性セソター）

イ　野鳥写真展の開催

・たくぎん自動サービスフロア（5．5．7～31）

・北海道電力　エレナード・ギャラリー

（5．8．4～10）

（収入の部）

ウ　愛護会名入りカレソダーの製作

工　野鳥だよりの発送（92号～95号）

オ　定例幹事会の開催（5月を除き毎月1回開催）

カ　傷害保険の更新

（2）広　報

野鳥だよりの発行（92号～95号）

（3）探　鳥

探鳥会の開催（19回、参加者延べ481名）

歩こう会開催（7回、参加者延べ148名）

3．平成5年度会計報告

4．平成5年度会計監査報告

佐々木武己監事から、適正に執行されている旨の報

告があった。

5．平成6年度事業計画

（1）総　務

ア　新年野鳥講演会の開催（平成7年1月中）

イ　野鳥写真展の開催

平成5年度決算書

（支出の部）

区　分 佇亥ｩ�ﾘﾍ��｢�予算額（B） ��ﾘ��ﾋ�����自%X�｢�摘　　　要 

繰越金 �#CX�3c釘�245，694 ��� 

個人 会費 鉄sh�3��僮��639，000 ��(��c8�9wﾓ��刃0人（平成6年 度以降の前受分 を含む） 

団体 会費 祷�3��儉2�13，500 ��(��H�3S���1団体 

寄付金 嶋�3S���10，000 ��(����3S���栗林氏ほか 

参加費 鼎x�8�儉3��50，∝氾 ��(����8�3����新年懇談会、 藤の沢探鳥会 

売上金 ��ド�3��"�220，M ��(��38�3����野鳥だより、 カレソダー、 ネクタイピソ外 

雑収入 ���3cc��4，806 ��(����8�3�CR�利息 

合　計 ���3�s8�3�3r�1，183，000 ��#����3�c2� 

区　分 佇亥ｨｧｨﾍ��｢�予算額担） ��ﾘ��ﾋ������ﾄ(�｢�摘　　　要 

印刷費 �3���3����550，∝旧 ��#�c��3����野鳥だより （4回発行）外 

通信費 ��c��3��R�170，∝氾 ��(����3�迭�だより発送費外 

会議費 塔��3#SB�90，000 ��(����3sCb�幹事会、総会等 

消耗 品費 �#(�333��10，000 ��(�333��コピー、 事務用品 

交通費 鉄X�3C���70，∝氾 ��(���H�3S���だより発送、 幹事の交通費 

報偵費 塔X�3��儉2�聞，000 ��(����H�3�C��事務所謝礼　外 

経　費 鉄��33�"�70，∝氾 ��(�����3c���障害保険、 写其展外 

予備費 ���133，0（旧 ��#�38�3���� 

合　計 塔Ch�3#S��1，183，∝氾 ��(��33h�3sS�� 

（収支の部）
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（収入）　　（支出）　（残高）
1，073，937　－　846，250＝227，687

内訳　会費仮受分　66，000

繰　越　金　161，887
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・たくぎん自動サービスフロア（5．10～5．27）

・北電工レナードギャラリー（6．15～6．21）

り　野鳥だよりの発送（96号～99号）

エ　定例幹事会の開催（毎月1回）

オ　愛護会名入りカレソダーの作成

力　創立25周年記念事業の準備

キ　傷害保険の更新

（2）広　報

野鳥だよりの発行（96号～99号）

（3）探　鳥

探鳥会の開催（19回）、歩こう会（8回）

6．平成6年度予算

7．そ　の　他

創立25周年記念事業、「野鳥だより100号」記念企

画については専門委員会のような組織をつくって検討

してゆく。その他、会費、探鳥会開催場所、会員名簿

の更新などについて貴重な意見の交換があった。

8．役員選出

監事大坊幸七氏が退任され、大野信明氏が新監事に

就任された。また、栗林宏三、佐藤ひろみ、道場　優

の3氏が幹事に選任された。（敬称略）

会　　長　柳沢信雄

副会長　小堀塩治

監　　事　大野信明・佐々木武己

会計幹事　大町軟子・芳村耕一

代表幹事　白澤昌彦

総務幹事　○渡辺紀久雄、井上公雄（兼務）、栗林宏三、

渋谷弘子、清水明子、矢野玲子、三船幸子、

村野紀雄

探鳥幹事　0竹内　故、井上公雄、千葉　広、戸津高保、

富川　徹、富田寿一、永島良邸、中野高明、

野坂英三、山田良造、渡辺俊夫

広報幹事　0森田新一郎、赤石誠二、泉　勝銃、佐藤ひ

ろみ、自浄昌彦（兼務）、武沢和義、道場

優、道川冨美子

（○印は各担当代表者）

平成6年度予算書

項　　目 ����7��uﾈ螽ｧ｢�予算額 �4X��������wb�

繰越金 �#CX�3c釘�161，687 ���ﾈ�9Zｨ,ﾘﾌ)�ﾈ檠N��,佗h�2�

個人会費 田3��3����844，000 �(�8�X-��紊#)�ﾂ�

団体会費 ��8�3S���10，α氾 店�3�����)&9�ﾂ�

寄付金 ����3����10，00 ��

参加費 鉄��8�負L2�50，000 ��iD��ｩ&ｸ檍���:�,ﾉ�)%I+���

売上金 �##��3����182，0（氾 冢ﾉ+�+�.h.����､x,ﾘ*ｨ*ｸ､��

雑収入 滴�3��b�2，313 凉��r�

合　　計 ���3��8�3��X�｢�1，260，（X的 ��

項　　　　目 滴�CH�C��5．4．1 塗�CH�C��

個　人　会　員　数 鼎#9kﾂ�426名 鼎#)kﾂ�

団　体　会　点　数 �9&9�ﾂ�3団体 �)&9�ﾂ�

項　　目 ����7��uﾈ螽ｧ｢�予算額 �4X��������wb�

印刷費 鉄S��3����500，∝粕 冢ﾉ+�+�.h.��滴���｢�

通信費 ��s��8�从ﾃ��200，000 �+�.h.雨ﾙ�yN���､��

会議費 涛��8�YL2�110，000 ��ﾘ檍�Xｫ(馼檍��､��

消耗品費 ����8�Xｸﾂ�20，∝沿 �5(78�ｸ��駟k�w�V��

交通費 都��8x｢�70，0（氾 冢ﾉ+�+�.h.雨ﾙ�x���%I+��(駟w�9��

報償費 涛��3����90，000 倬ik���9~x��､��

雑　　費 都��8�Xｸﾂ�70，∝旧 ���･�]ｸﾊ������5x��､��

予備費 ��38�8�X-��200，∝旧 ��

合　　計 ���3��8�8�Xｸﾂ�1，260，000 ��
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私が野鳥を始めとする自然に関心を持つきっか桝こなっ

たワープロ・バソコソ通信（私の加入しているところは

道新オーロラネットと言います）に、「北の自然」とい

う自然に関する話題を話あう会議室があります。ここで

は、探鳥会、自然観察会、天文など自然に関することの

情報を公開したり、色々教えあったり、集いを企画した

りして趣味を同じくする方々との交流を深めております。

ただ、私は自然に興味を持ってからまだ数年という新

参者ですし、この北海道の、その中の札幌近郊の、その

又一部しか分かりません。この数年間に参加させていた

だいた北海道野鳥愛護会の探鳥会での鳥合わせは、すべ

てこの道新オーロラネット上に発表させてもらっていま

す。しかし、まだまだ一年生のような私です。知識も経

験も持ち合わせておりません、ただ観察結果をそのまま

報告することしかできません。長い年月観察を続けてこ

られた諸先輩方の中に、こうしたネットの会議室に参加

されて、貴重なお話を聞かせてくださる方がいらっしゃ

ればと思い、無理を言って「お誘いの一文」を載せても

らうことを承知していただきました。

ヤ　マ　ガ　ラ

それでは、まずパソコソ通倍で全国の情報を収集した

り、自分のデータを発信するという事はどのような事な

のかをお話しましょう。

手短かに説明しますと、

①電話回線（家庭や会社にきているもの）を利用して、

①家庭や職場にある′くソコソ、あるいは通信機能のある

ワープロでもって

③ホストコソピューター（パソコン通信網を主催する個

人や団体、会社にあるデータを蓄積しているコソピュー

ター）に接続する事で

④各種データを取り出したり、逆に家庭からホストコソ

ピューターへ情報を送る

というようなことを行います。

電話は家庭にきている電話が1回線であれば、パソコ

ソ通信で使っている間は通常の電話の受発信はできませ

ん。使用している間の料金は電話料金とまったく同じで

す。ただし、中には有料のものがあり、それらには電話

料金とは別に1分いくらというような課金制を設けてい

るところが殆どです。

このパソコソ通信の最大の特徴は時間に制約されずに

いつでも気の向いた時にネットに接続さえすれば情報を

取り出したり、送ったりできるという事です。ですから、
一度接続して取り出した情報をあとでゆっくり読んだり、

自分で観察した野鳥の記録を書きためておいて、それを

分けて連載したりする事もできます。

それでは、実際にどのような会議室が有るのかを、全

国最大手の有料パソコソ通信ネット「ニフティー・サー

ブ」の鳥に関する会議室（略称：FBIRD）を例にとっ

てお話します。この会議室の中にはさらに細分化された

会議室があります。

そのひとつに「フィールドノート」つまり観察記録の

データが報告される所があります。ここでは全国津々浦々

で観察された野鳥の記録が、観察場所、年月日、観察種

などに備考を添えて、毎日のように報告されています。

また、交流を深める目的で設けられている談話室「ア

イビス」では、渡り鳥の移動状況が話されたり、初鳴き

情報が届けられたりしています。昨年はレソジャクがど

こそこに飛来したと言う話題で随分盛り上がりました。

全国的にも多かったようです。データライブラリーには

野鳥や花などの画像データがあります。この情報を取り

出す事で、パソコソの画面上で鳥や花の写真（画像）を

見る事ができます。

以上のほかに、鳥だけでなく花や動物に閑した話題を

話合うところも用意されております。従って、FBIR

Dだけでも自然に関する様々な話ができるという事です。

会員数数十万人という大手ネットですから、蓄積データ

は膨大な量になります。ここから、自分にとって必要な

ものを取り出す事で、きっと、貴方の鳥見ライフはより

以上に充実したものになるのではないかと思います。

最後に道新オーロラネット上での通信例をひとつ紹介

させて下さい。これは私がバードウオッチソグを始めて

まもなくの頃、会議室に書いた一文に対するやりとりです。
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＠発言0172（00626／久田伸一／ロカビリパパ）

91／礪／2619：56＊0000回＊レスポソス00個

1233字：TEXT：アカゲラの巣。‥……・

私がバード・ウオッチソグを始めたことを知って、わ

ざわざアカゲラの巣を教えてくれた人がいました。今日、

ア　カ　ゲ　ラ

仕事のついでに回ってみました。山裾の住宅街と聞いて

半信半疑で行ってみると、車を寄せてゆくと確かにヒナ

の声。平地にある教本の木のひとつに、ある、ある、そっ

と近寄ってみると中に数羽のヒナ。場所を確かめたので、

車を移動して観察してますと、ほどなくして、餌をロに

くわえた親鳥がやって来ました。つがいですね。二羽が

交互に巣に近づいていました。巣立ちというのは、ある

日巣から飛び出て、もう戻らなくなるのでしょうか？そ

れにしても、あんな学校近くで子供等の往来も多いとい

うのに、子育ての環境じゃないなぁ。道を歩いていても

ヒナの声が、やかましく聞こえるんですよ。

そこの近くで、タタタタタと聞こえる、機関銃の乾い

たような声でなく鳥がいました。あまりにはっきりその

ように聞こえるものですから、鳥でないかなと思ったの

ですが、いましたね、肉眼ではよく確認できませんでし

たが、ハクセキレイより一回り大きいような気がしまし

たが、長く少し巾のある尾（特徴）をゆっくりと上下左

右に振っていたのが印象的。体はグレーつぼくて特に色

は識別できませんでした。くちばしは長い。？？

はて、なんだったのだろう。

……End ofSay（恥0172）‥…・

そして、その新レスポソスは

＠＠レスポソス01（01156／黒田弘章／ごんペえ）

91／06／26　22：00＊0009回

ロカビリパパさん、こんにちは

アカゲラの巣を道路脇で見ることってけっこう有りま

すね。何年か前に名寄のメイソストリートにある白樺の

木に巣をつくったことがありましたっ仇，巣だったら穴

の大きさ、深さを測ってみたらどうでしょうね。

尾を振っていたグレーの鳥は、ハクセキレイの幼鳥か

と思ったのですが、尾を上下左右に振って（モズ？）、

グレーでくちばしが長い（ヒヨドリ？）、タタタタタと

鳴く鳥（キチキチキチと鳴くモズ？）等といろいろ考え

たらわからなくなってしまった。

モズはくちばしが短かったような……

……End ofResponse（軋0172＠01）…・・・

＠＠レスポソス03（00196／島崎康広　／SHIMA）

91／06／27　20：22＊0000回

ロカビリパパさん、大通り公園の街路樹にもいろんな

野鳥が巣作りをしているようですが、もう人の目（まさ

に人間の目？）を気にしていられない環境になっている

のですね。アカゲラではないのですが、去年、真駒内の

街路樹にクマゲラが巣作りをしていたそうで、その後だ

けを見せてもらいましたが、結構交通量が多い、幹線道

路でしたよ。あのアカゲラの巣穴、2度と使わないのか

どうか分かりませんが、空き家（巣穴）をスズメやコム

クドリが新居（巣）として利用しているようです。

…‥End ofResponse（NaO172＠03）＝…・

＠＠レスポソス04（01156／黒田弘章／ごんべえ）

91／06／28　21：31＊0011回

追伸Re s

ロカビリパパさん

モズの頭が茶色ではなかったということですが、個体

差があって灰色のもいますよ。鳴き声はキョソキョソ

（あるいはギョソギョソ、ギュソギュソなどと聞こえる

かもしれませんが）というのがさえずり（？）です。タタ

タタというのは組張り主張や威嚇するときの声です。

モズは尾を上下左右に振ったり、くるくる回したりす

るので草原の指揮者のようですね。

……End ofResponse（恥0172＠04）……

以上、簡単にパソコソ通信をかいつまんで説明しまし

たが、これから挑戦してみたいと思う方がいらっしゃい

ましたら、私でできることなら、力になりますので、ど

うかご一報ください。また、実際に目で確かめてみたい

方がいらっしゃいましたら、札幌近郊まででしたらノー

トパソコソを持参の上でどのようなものかをお見せ致し

ます。遠慮なく御連絡下さい。

笥011－783－5435（夜8時以降希望）

〒002　札幌市北区北39粂東6丁目2－21
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探鳥会報告（つづき）

宮島沼にオオハクガン

6．4，24　　　　　望　月　　　勲

17日、千歳川の探鳥会で宮島沼での探鳥会に誘われて、

初めて参加しました。千歳川ではヤマセミを撮影出来て

ラッキーでした。サトナイ沼では、1万5千羽位でした

が、ハクガソがいたのに観察出来ず残念でした。

24日、朝から小雨と風が破く、天気予報では昼から晴

れ、宮島沼に着いても雨。観察セソクーでビデオ、写真、

図鑑でガソについて勉強。午後晴れて沼に、マガン、ヒ

シクイ、オオハクチョウ、オオハクガソ、シジュウガラ

ガソが田んぼから掃って来た。

夕日の雁行は美しく、宮島沼の周囲の自然環境を守っ

ていきたいと思いました。

ガイドしてくれた会員のみなさん、ありがとうござい

ました。

千歳市花園5丁目8番13号

〔記録された鳥〕アオサギ、トビ、オオハクチョウ、コ

ハクチョウ、マガソ、ハクガソ、ヒドリガモ、コガモ、

オナガガそ、キンクロハジロ、ホオジロガモ、カモメ、

キジバト、ヒバリ、ハクセキレイ、ツグミ、アオジ、オ

オジュリソ、カワラヒワ、ニュウナイスズメ、スズメ、

ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス　以上24種

〔参加者〕田中賢治、田中まり子、田中よしのり、和久

雅男、浜田強、早川いくこ、加藤花子、若林倍男、山本

肇、岡田幹夫、佐藤ひろみ、目黒和子、南出耕作、南出

百子、杉田範子、高屋敷征子、後藤義民、望月勲、柳沢

信雄、小堀塩治、森田新一郎、服部光博、越後弘、山田

良造、三船書克・幸子、矢野昭二・玲子、佐藤事典、伊

藤裕二、井上公雄、野坂英三、皇子廉彰、田辺至、広川

淳子、牧野洋子、高柳国雄（名札提出なし6名）　以上

43名

〔探鳥幹事〕山田良造、森田新一郎

「宮島沼のオオハクガソ」につきましては資料をとと

のえて精査・研究されています（広報）

野幌森林公園探鳥会の感想文

6．5．8　　　　　　森　　　純　子

野幌森林公園の探鳥会に初めて参加させて頂きました。

私たち家族は、1ケ月前に札幌に引っ越してきたはかり

なので、どんな鳥たちに出会えるか、ワクワクドキド車、

期待いっぱいで集合場所に行きました。そして、さあ、

出発。公園内に入ったとたん「まあ、なんてステキな所！」

と目を見はりました。森の歴史を感じさせるような、幹

の太い木々が並び、足元にはこリソソウやエソゴサクな

ど、かれんな春の花が咲き、森のよい香りがします。そ

して鳥たちもでるわでるわ、キビタキやオオルリなど、

おめあての夏鳥たちが次々に姿を見せてくれ、大満足で

した。

私たちは、元々大阪出身で、札幌に来る前は高知に住

んでいたので、北の鳥たちはほとんど無知。だから、冬

にやって来て地鳴きしかしない地味な鳥だと思っていた

アオジが、美しい歌声を聞かせてくれたり、カケスの頭

が本州のと違ってくり色だったり、そんなことすべてが

新らしい発見で、嬉しくなってしまいました。

そしてもう一つ嬉しかったのは、リーダーの方々が、

親切に北の鳥のことを色々と教えて下さったこと。初対

面の方々なのに、大阪や高知のバードウオッチャーたち

と話しているような気分になり、やっぱり日本全国どこ

へ行ってもバードウオッチャーは似ているのかな、など

と思いつつ、引っ越して来たばかりでホームシック気味　　）

だった私は、少しホッとした気持ちになりました。どう

もありがとうございました。

札幌に住んでいる間は、あちこちの探鳥会に出かけて、

北の鳥たちや自然にふれ合いたいと思ってますので、今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。

〒062　札幌市豊平区羊ヶ丘7森林総合宿舎2－3－6

＜記録された鳥＞カイツブリ、トビ、ハイタカ、オシド

リ、マガモ、キソクロハジロ、オオジシギ、キジバト、

コゲラ、アカゲラ、ヒヨドリ、モズ、ミソサザィ、コル

リ、クロツグミ、ヤプサメ、ウグイス、セソダイムシク

ィ、キビタキ、オオルリ、エナガ、ハシプトガラ、ヒガ

ラ、シジュウカラ、ヤマガラ、ゴジュウカラ、キバシリ、

メジロ、ホオジロ、アオジ、クロジ、カワラヒワ、ウソ、

イカル、ニュウナイスズメ、カケス、ハシブトガラス、

ドバト　以上38撞

く参加者＞荒川浮三・弘子、伊藤慎二郎・聖子・樽見、

犬飼弘、石橋和子、今村三枝子、伊東裕二、今田妹子、

小野木弘司・幸子、槌田能樹・美恵子、岡田幹夫、大森

由紀子、川端功治、木佐木淳二・翠子、木村蕪、黒瀬義

孝、今野弘、斉藤貞夫、佐々木春夫、白澤昌彦、杉田範

男、菅沼良三・都子、田辺至、竹内強、高橋ひとみ、竹

中昭雄・直子・悦子、武沢和義、高橋利道、高柳国雄、

知花優、中村美知子、野坂英三、浜中恒率、平尾恒、船

越昭別、細川英雄・礼子、三船書克、水内信子、守田昭

平、森敏子、森田新一郎、森純子、山田良造、柳沢信雄、

吉田司・行子・慶子　以上56名

＜担当幹事＞森田新一郎、野坂英三
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千歳川周辺一泊探鳥会に参加して

6．5．14～15　　　　　　島　崎　康　弘

5月14日～15日にかけて行われた千歳州周辺での一泊

探鳥会に、初めて参加させていただきました。

前夜の14日は支第湖畔のユースホステルに泊り、翌朝

の期待の野鳥を夢に見ながら早目に就寝Lました。起床

予定時間は3時半、陽が昇るのが早くなってきたとはい

え、まだ真っ暗ですが、皆さんそれぞれに野鳥への期待

感からか、3時まえから起き出す方もいらっしゃり、寝

坊する方もなく、霧の中を千歳川沿いの集合場所に向け

て出発しました。

コースは千歳川沿いに鳥椰舞橋から王子第4ダムまで

の往復です。鳥棚舞橋のたもとの空地で挨拶をし、いざ

スタートのそのとき、「ヤマセミ！」の声に幸先の良さ

に驚いたのですが、残念ながら橋にある置物でした。

最初は様々な種類の野鳥の声を開きながら歩きました

が、なかなか姿を見せてはくれません。

さけ・ますふ化場に近づくにつれて、ようやくたくさ

んの野鳥が顔を見せてくれました。

特に千歳市に住む私にとってもツツドリは今シーズソ

初めてさえずりを聞くことが出来ました。また、今年は

オオルリが多いように思えるのですが、ここでも「もう

いいよ」って、ふと思ってしまうほどたくさんのオオル

リが目を引きました。

折り返し地点の王子第4ダムでそろって朝食をいただ

き、もと来た道を引き返しましたが、帰りは寒さのせい

もあるのか、急いで戻る方が多く、バラバラになってし

まいましたが、モズがキビタキを捕まえたまま移動する

場面を見ることが出来た方もいらしたそうです。

途中、霧雨も降る寒い朝でしたし、夢の中に出てきた

アカショウピソは見られませんでしたし、私は都合で鳥

合わせまでいられなかったのは残念でしたが、多くの野

鳥を観察できたのはプラスでした。

また、ベテラソの方々のさえずりだけでなく、地鳴き

を含めた声だけからの識別力の高さには見習わなければ、

と気持ちを新たにさせられました。

〒066　千歳市新富1丁目1－38　北栄宿舎6号棟

＜記録された鳥＞アオサギ、トビ、オシドリ、マガモ、

キソクロハジロ、オオジシギ、キジバト、アオバト、ツ

ツドリ、カワセミ、コゲラ、オオアカゲラ、アカゲラ、

ヤマゲラ、ツバメ、キセキレイ、ハクセキレイ、セグロ

セキレイ、ヒヨドリ、モズ、ミソサザィ、コマドリ、コ

ルリ、クロツムギ、アカハラ、ヤプサメ、ウグイス、エ

ゾムシクィ、セソダイムシクィ、キクイタダキ、キビタ

キ、オオルリ、コサメピタキ、エナガ、ハシプトガラ、

ヒガラ、シジュウカラ、ヤマガラ、ゴジュウカラ、キバ

シリ、メジロ、ホオジロ、アオジ、クロジ、カワラヒワ、

ベニマシコ、イカル、ニュウナイスズメ、スズメ、カケ

ス、ハシブトガラス、ハシボソカラス、シメ　以上53種

＜参加者＞高橋利道、西川喜久世、三船害克・幸子、師

田博明・政子、岸本聴一郎・弘子、野口正男・記代、武

沢和義・佐和子、永島良部、小川秀子、沢内克彦、笠原

康民、巻智恵子、金子由美、上口淳子、今田、大石晋一、

島崎康弘、竹内強、高橋タミ、石橋和子、浜中、木村孝

二、佐藤ひろみ、山本次郎、服部光博、浜井節子、島田

芳郎、三浦美恵子、渡辺栄子、野坂英三、江田三男、佐

藤明美、久田伸一、岩渕、犬飼弘、稲葉千秋、安味瑠美

子、西田都、田中志司子、白澤昌彦、船越昭則、栗林宏

三　計47名

＜担当幹事＞竹内強、栗林宏三、三船幸子

めずらい、野鳥たちの飛来記録

＜ヤマヒバリ＞　支須湖休暇村　平成6年2月24日－

26日　柳沢信雄会長．道内では1899年に札幌で捕獲され

て以来記録が途絶えていた。道新6．3．24

＜ハクガン、サカツラガン＞　声間大沼　平成6年4

月29日－30日　中期塩治、山田良造さん。サカツラガソ

（酒画雁）黒いくちばしの大型のガソ。ハクガソは幼鳥。

「サカツラの特徴がよくでている」小堀さん。

＜コクマルガラス＞　札幌市南区　平成6年5月　小

堀塩治さん　道新6．5．14　ツートソカラーでもカラスの

仲間です。以上の四種はいづれも1羽です。

＜コサギ＞2羽　鵡川河口　平成6年5月22日　つが

いか。強風のため1羽の冠羽が吹き流されていた。

＜クロハラアジサシ＞2羽　鵡川河口中洲　同22日当

日の幹事　山田良造、三船幸子さん、参加者20名。

＜ことしも営巣したカササギ＞　室蘭　平成6年5月

4日道新・朝刊「国内では九州の佐賀県にしか生息しな

い珍鳥カササギ。ことしも新日鉄室蘭製鉄所近くの雑木

林で営巣した」（記事より）

＜ソリハシセイタカシギ＞　苫小牧　平成6年5月下

旬－6月2日　佐藤事典さんが磯に飛来しているのを発

見・確認した。この間、山田良造さんが5月29日、6月

1日に撮影され、羽田先生、桝川ご夫妻方もソリハシセ

イタカシギを10数メートルの至近距離で観察されたとの

こと。北海道に飛来するのは稀有のよう。

平成4年10月23日、九州で5羽が観察されている。苫

小牧のソリハシは疲労しているようにみえたといわれる

が、無事仲間たちのいるところへ帰れただろうか？

みなさんの“野鳥短信”をおまちしています。（広報）
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◆会費の値上げについ

去る4月9日の捻会におヨ恒

覇
平成6年度から、会費を年額1，

500円から2，000円（団体は4，

500円から5，000円）へ値上げ

することに決定しました。

これは、郵便料金の値上げや創立25周年記念事業を考

慮し、財政基盤の強化を図るためのものです。

既に6年度会費を納入済みの方は、恐縮ですが、差額

分を追加納入してくださるようお願いします。

各会員の納入状況は、会報に同封します。

また、本会の郵便振替口座が、5月から、匝亘≡互

；垂司となりますので、併せてお知らせします。

◆平成6年度　野鳥写寅展出展作品

たくぎん自動サービスフロア　　5，10～27．

北電・エレナード・ギャラリー　6．15～21．

出展者・作品名（イロハ阻　敬称略）

石　橋　孝　継・ノゴマ、セソダイムシクイ（舶倉島）

石　橋　美津子・タソチョウ　2点

荻　原　俊　男・ハイタカ、ゴジュウカラ

富　田　寿　一・シロハヤプサ、キマエツメナガセキレイ

鹿　島　憬　第・シメ、スズメ

村　野　紀　堆・厳冬のアオサギ

柳　沢　信　雄・エナガ、ヒヨドリ

山　田　良　造・アカショウピソ、コクガソ

山　本　　　一・コゲラ

小　堀　塩　治・ゴイサギ、オグロシギ

遠　藤　　茂・メグロ（母島）、ライチョウ（立山）

遠　藤　幸　子・オシドリ、赤色カッコウ（石川県）

佐　藤　　　勇・ヒレソジャク、フクロウ

佐　藤　康　雄・オオタカの幼鳥

三　船　喜　克・コメポソムシクィ、ミソサザイ

志　田　博　明・ギソザソマシコ

渋　谷　信　六・コオリガモ

新　城　　　久・アオアシシギ、ハシプトガラ

香　川　　　稔・オオルリ

以上18名、32点

［鵡川］

平成6年8月28日（日）

平成6年9月11日（日）

シギ・チドリなど今年も元気

な姿を見せてください。

長靴をご用意ください。

集合＝9時30分J R日高線鵡川駅まえ

交通＝道南バス（浦河ゆき）札幌駅まえバスターミナル

8時発、鵡川駅通り下車

［鏡沼・宮島沼］　平成6年10月16日（日）

4月24日の探鳥会には24，000羽のマガソのなかにハクガ

ソが1羽まじっていた。今年も……。

鏡宙は木もれ日のなかのカモやカイツブリが美しい。

＜かいつぶり顔見合せて又はひる　芭蕉＞

集合＝10時　大富会館まえ

交通＝JR石狩月形駅まえ尭　8時45分（中央バス）

中央バス岩見沢バスターミナル発　9時00分

いづれも大富農協まえ下車、徒歩15分

［野幌森林公園コ　平成6年10月23日（日）

カツラの木の香りをすいながら、紅葉のなかの探鳥。

3月のクマゲラ一斉調査で出会ったクマゲラ君にまた会

えたら…‥・。

集合＝9時　大沢口駐車場入口

交通＝夕鉄バス（文京台線）、新さっぽろ駅バスターミ

ナル　8時23分発。大沢公園入口下車、徒歩5分。

［野幌森林公園を歩きましょう］

平成6年10月2日（日）集合＝9時上記ご参照。

○いずれの探鳥会もよほどの悪天候でない限り行います。

○昼食、雨具、観察用具、筆記用具をご持参ください。

○探鳥会のお問合せは、011－771－7866　矢野宅まで。

縛集後記…野鳥だよりに5年の永きにたづさわって頂い

た泉　勝統さんが、健康の具合いから本年度休まれるこ

とになりました。今日までのご苦労に対しまして心から

感謝申しあげます。95才の隅田重義さんの貴重な記録文

を寄せてくださったこと、ありがとうございました。

今号は、みなさんのご協力により充実したものになり

ました。豊作の秋には人も機械もフル稼働をしますし、

収納する倉庫もあちこち分散して入れなければなりませ

ん。このため「面付け」では、若干従来のやり方と昇っ

た形をとらざるを得ませんでした。会貞各位が本号を受

けとられて違和感など抱かれましたら、率直に

たまわりたく存じます。（森田）

〔北海道野鳥愛護会〕年会費2，000円（会計年度4月より） 郵便振替02710－5－18287

◎060　札幌市中央区北3粂西11丁日加森ビル5・6階北海道自然保護協会気付禽（011）251－5465

－14－


